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研究成果の概要（和文）：社外取締役が制度変更の下での取締役の役割をどのように定義しているのかを調査し
た。日本企業の70名の取締役および役員への半構造化インタビューに基づき、社外取締役の役割のアイデンティ
ティを形成するいくつかの重要な要因を特定することができた。調査の結果、制度変更による役割の曖昧さのた
めに社外取締役の役割のアイデンティティは非常に多様である一方で、役員の取締役の役割に対する意欲と新し
い企業統治によって生み出される外部の期待によって影響される競合する制度論理との関係で理解する新たな理
論的貢献につながった。社外取締役の役割アイデンティティの形成は、複数の論理の相互作用の影響を受ける。

研究成果の概要（英文）：We investigate how outside directors define their director role under 
institutional change using the grounded theory approach. Based the semi-structured interviews with 
70 directors and executives in Japanese firms, we are able to identify some important factors that 
shape the outside directors’ role identity. Our findings suggest that while role identity of 
outside directors is quite diverse because of the role ambiguity caused by institutional change, 
they try to make sense of competing institutional logics influenced by executives’ sensegiving on 
the director role and by external expectation created by the new governance regime leading them to 
choose different responses. In the institutional context where agency logic has not deeply 
penetrated, the formation of outside directors’ role identity is subject to influences from the 
interactions of multiple logics and the executives’ sensegiving which aims to shape the preferred 
definition of the role of outside directors.

研究分野： 経営戦略論

キーワード： 企業統治　社外取締役　取締役会　役割アイデンティティ　ガバナンス　質的研究　ガバナンス・コー
ド　経営戦略
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研究成果の学術的意義や社会的意義
取締役の役割認識は内外の期待、および各自の専門的バックグラウンドや企業・取締役会の特徴により影響され
形成されることが判明した．制度が大きく変化するときには、既存のルールと新しいルールの間にしばしばギャ
ップや対立を生じさせ、それが役割に何が求められているかを現場レベルで曖昧にする傾向があることもわかっ
た．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 これまで我が国の取締役会はほとんど内部者役員で構成され、実質的に経営幹部会と同じで
あった。少数いる外部取締役はほとんどが独立した社外取締役ではなかった（親会社、関連会
社、銀行出身者など）。ところが 2015 年，コーポレート・ガバナンス・コードの改正が行われ，
企業統治ならびに経営戦略との関係が再び，強く問い直されると同時に，国際学術研究の動向
としても社外取締役の役割についての理論的な検討が進むという背景とタイミングであった． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本企業を対象に、ガバナンス体制の役割と機能と課題について、経営戦

略論と組織論の観点から検証することにある． 
 
３．研究の方法 
研究調査の分析単位は、企業の役員会の中の外部取締役に焦点を当てる．彼らの役員会実務

と意思決定過程と状況を質的調査分析の手法を用いて，独自のデータベースを構築し，彼らの
企業における役割認識について分析し、企業成長戦略に与える影響を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 取締役の役割認識は内外の期待、および各自の専門的バックグラウンドや企業・取締役会の
特徴により影響され形成されることが判明した．制度が大きく変化するときには、既存のルー
ルと新しいルールの間にしばしばギャップや対立を生じさせ、それが役割に何が求められてい
るかを現場レベルで曖昧にする傾向があることもわかった． 
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